
平成３０年度当初予算のポイント（教育委員会） 

１.学校における指導の充実 

○少人数学級の推進 21億 

30年度から小６へも拡大。小学校全学年で少人
数学級化を実現 

○複式学級の教育環境改善事業 0.7億 

複式学級がある学校に非常勤講師を派遣 

○進学力グレードアップ推進事業 0.7億 

大学進学率改善のため、県外大学等への 
生徒派遣及び教員の指導力研修を実施 
 

○学力向上学校支援事業 0.1億 

指導主事による学校訪問及び授業改善支援員 
の配置 

２.子どもの貧困対策 

○高等学校等奨学のための給付金 13億 

高校生に係る教育費負担の軽減を図る 
 

○県外進学大学生支援事業 0.5億 

県外難関大学へ進学する者に対する給付型の 
奨学金を給付 

６.生涯学習・社会教育の充実 

○新県立図書館の施設整備 28億 

新県立図書館が平成30年12月に開館予定 

○家庭教育力促進「やーなれー」事業  0.4億 

保護者に家庭教育に関する学びの機会を提供 

○離島読書活動充実事業 0.1億 

図書館未設置離島町村に対する貸出用図書の 
充実を図り、読書環境の改善を図る。 

７.文化の継承・発展 

○みんなの文化財図鑑刊行事業 0.2億 

県内文化財を紹介する書籍を刊行 

○近代沖縄史料デジタル化事業 0.2億 

近代沖縄史料のデジタル化及び未発見史料の 
調査を実施 

平成30年度当初予算 1,655億円（前年度 1,593億円） 

５.国際社会への対応 

○国際性に富む人材育成留学事業 1.6億 

高校生80名程度を長期海外留学へ派遣 

○グローバル・リーダー海外短期研修 1.2億 

高校生200名程度を海外短期研修へ派遣 

３.教員の負担軽減 

○スクールサポートスタッフ配置事業 0.4億 

公立小中学校に教員の事務を補助する 
スタッフを配置（新規） 

○部活動外部指導者の配置 0.2億 

部活動指導の負担軽減を図るため、 
外部指導者の配置時間を拡充 

○勤務時間管理の適正化 0.1億 

県立学校に勤務管理システムを導入（新規） 

４.学校施設の整備 

○市町村立学校の施設整備 30.3億 

○県立学校の施設整備 51.4億 


